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ご あ い さ つ

　 周 防 国 府 に ち な む 市 名 を も つ 防 府 市 は 、 美 し い 瀬 戸 内 の 海 岸 線 が 連 続 す る 山 口

県 南 部 の ほ ぼ 中 央 に 位 置 し 、 母 な る 川 「 佐 波 川 」 が 河 口 に つ く り だ し た 三 角 州 は

先 人 た ち に よ っ て 干 拓 さ れ 、 県 内 隋 一 の 規 模 を 誇 る 平 野 が ひ ろ が る 光 景 の 中 に 市

街 地 が あ り ま す 。 な だ ら か な 地 形 と 温 暖 な 気 候 、 そ し て 周 囲 に 秀 麗 な 山 稜 を 望 む

こ と が で き る 素 晴 ら し い 環 境 の な か に 私 た ち は 暮 ら し て い る こ と に 感 謝 の 念 を 抱

く と こ ろ で す 。 恵 ま れ た 環 境 に 魅 力 を 感 じ る の は 今 も 昔 も 変 わ り ま せ ん 。 こ れ ま

で 発 見 さ れ て い る 遺 跡 を は じ め と し て 数 多 く の 文 化 財 が 本 市 に 所 在 す る こ と は 、

こ の 地 に そ れ だ け の 暮 ら し が あ り 、 惹 き つ け ら れ た 多 く の 人 々 が い た と い う 履 歴

を 表 わ す も の だ と 思 っ て い ま す 。

　 防 府 市 歴 史 文 化 基 本 構 想 で は 、 こ れ ま で の 文 化 財 保 護 の あ り 方 を ふ ま え 、 文 化

財 は も と よ り 、 所 在 す る 場 や 地 域 と い っ た 周 辺 環 境 も 含 め て 一 体 的 に 保 全 を 図 っ

て い く こ と を 理 念 と し ま す 。 そ う す る こ と で 地 域 固 有 の 文 化 が 文 化 財 単 体 の み で

な く 全 体 相 と し て 守 ら れ 、 文 化 財 と 人 と の 昔 物 語 と い っ た 地 域 で 大 切 に さ れ て き

た も の も 次 世 代 に 伝 え る こ と が で き る こ と で し ょ う 。 ま た 、 各 地 域 の 魅 力 あ ふ れ

る 文 化 を 構 成 す る 要 素 を ひ と つ ひ と つ 集 め て い く 調 査 の 必 要 性 も 提 示 し て い ま す 。

そ の た め に も 、 地 元 の こ と を 良 く 知 る 地 域 住 民 皆 様 の ご 支 援 ・ ご 協 力 を 今 後 も 賜

り た く 存 じ ま す 。

　 本 構 想 は 文 化 財 行 政 の マ ス タ ー プ ラ ン と し て の 位 置 づ け が な さ れ 、 文 化 財 の 保

存 ・ 活 用 の 取 り 組 み を 地 域 住 民 と 行 政 が 一 体 と な っ て お こ な う 今 後 の 指 針 を 掲 げ

て い ま す 。 時 代 を 越 え て も 変 わ ら な い 本 市 の 魅 力 を 将 来 に わ た っ て ど の よ う に 伝

え て い く か を 考 え る た め の 情 報 源 と な り 、 文 化 財 を 活 か し た ま ち づ く り の 事 業 を

推 進 す る 礎 と な る こ と が 期 待 さ れ ま す 。 本 書 を 刊 行 す る 目 的 は 、 新 た な 局 面 を む

か え つ つ あ る 文 化 財 の 保 存 ・ 活 用 の 考 え 方 を 知 っ て い た だ く た め で も あ り 、 多 く

の 方 々 に 活 用 し て い た だ け れ ば 幸 い で す 。

　 結 び に な り ま す が 、 本 構 想 策 定 に あ た り ご 協 力 い た だ き ま し た 市 民 の 皆 様 、 ご

指 導 ・ ご 助 言 を 賜 り ま し た 関 係 各 位 に 、 心 か ら 御 礼 申 し 上 げ ま す 。

平 成 3 1  年 ( 2 0 1 9  年 )  ３ 月

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 防 府 市 教 育 委 員 会

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 教 育 長 　 　 江 　 山 　 　 稔



例 　 言

１ ． 本 書 は 、 平 成 2 6  ～ 3 0  年 度 に わ た っ て 防 府 市 教 育 委 員 会 が 主 体 と な っ て 実 施 し た 調 査 等 の 構 想 策

定 事 業 の 成 果 を 、 防 府 市 歴 史 文 化 基 本 構 想 と し て ま と め た も の で す 。

２ ． 本 構 想 は 平 成 2 9 ・3 0  年 度 文 化 庁 「 文 化 遺 産 総 合 活 用 推 進 事 業 」 国 庫 補 助 を 活 用 し て 策 定 し ま し た 。

３ ． 構 想 策 定 に あ た っ て は 、 防 府 市 歴 史 文 化 基 本 構 想 策 定 委 員 会 で の 検 討 に 基 づ き 、 事 務 局 で あ る 防

府 市 教 育 委 員 会 教 育 部 文 化 財 課 が と り ま と め 本 書 の 執 筆 ・ 編 集 を お こ な い ま し た 。 本 事 業 を 遂 行

す る た め の 作 業 全 般 に わ た り 、 文 化 庁 お よ び 山 口 県 教 育 庁 社 会 教 育 ・ 文 化 財 課 の 助 言 を い た だ き

ま し た 。

４ ． 本 構 想 策 定 に 関 連 し た 調 査 業 務 の 一 部 を 株 式 会 社  都 市 景 観 設 計 に 委 託 し ま し た 。

５ ． 図 1 0 3 ・ 1 0 8 ・ 1 1 0  は カ シ ミ ー ル ３ Ｄ を 基 盤 地 図 と し 、 加 工 し て 使 用 し ま し た 。

６ ． 本 書 に 掲 載 し た 写 真 は 、 主 に 事 務 局 で あ る 文 化 財 課 が 撮 影 し ま し た が 、 関 係 部 局 ・ 文 化 財 所 有 者

の ほ か に 、 ご 協 力 を お 願 い し た 企 業 等 の 撮 影 に よ る 写 真 も 借 用 し ま し た 。

　 　 防 府 市 歴 史 文 化 基 本 構 想 策 定 委 員 会 委 員

　 　 　 委 員 長 　  福 田 東 亞  (  元 山 口 県 文 化 財 保 護 審 議 会 委 員 　 建 築 史 )

　 　 　 副 委 員 長 　  坪 郷 英 彦  (  山 口 大 学 名 誉 教 授 　 民 俗 学 )

　 　 　 委   員    児 玉  識  (  元 龍 谷 大 学 教 授 　 歴 史 学 ・ 宗 教 史 )

　 　 　 委   員    柴 原 直 樹  (  毛 利 博 物 館 副 館 長 　 歴 史 学 ・ 博 物 館 学 )

　 　 　 委   員    松 本  浩  (  防 府 市 青 少 年 科 学 館 ソ ラ ー ル 館 長 　 地 質 学 ・ 博 物 館 学 )

　 　 　 委   員    防 府 市 総 合 政 策 部 長 　  平 尾 光 雄 ( 平 成 2 8 年 度 ) 　  熊 野 博 之 (  平 成 2  9 ・ 3  0  年 度 )

　 　 　 委   員 　  防 府 市 産 業 振 興 部 長 　  神 田 博 昭 (  平 成 2  8 ・ 2  9  年 度 ) 　  赤 松 英 明 ( 平 成 3 0 年 度 )

　 　 　 委   員 　  防 府 市 土 木 都 市 建 設 部 長 　  友 廣 和 幸

　 　 　 事 務 局 　  防 府 市 教 育 委 員 会 教 育 部

　 　 　 　 　   　 　 　 部 長 　  末 吉 正 幸 ( 平 成 2 8 年 度 ) 　 原 田 み ゆ き (  平 成 2  9 ・ 3  0  年 度 )

　 　 　 　   　 　 　 　 部 次 長 　  原 田 み ゆ き ( 平 成 2 8 年 度 ) 　 河 田 和 彦 (  平 成 2  9 ・ 3  0  年 度 )

　 　 　 　   　 　 　 　 文 化 財 課 長 　  貞 平 慎 太 郎 (  平 成 2  8 ・ 2  9  年 度 ) 　 河 村 明 夫 ( 平 成 3 0 年 度 )

　 　 　 　   　 　 　 　 課 長 補 佐 　  原 田 光 朗 (  平 成 2  8 ・ 2  9  年 度 ) 　 河 村 明 夫 ( 平 成 2 9 年 度 ) 　

　 　 　 　   　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  山 根 智 子 ( 平 成 3 0 年 度 )

　 　 　 　 　 　 　 　 　 埋 蔵 文 化 財 係 　  羽 鳥 幸 一 ( 平 成 2 8 年 度 ) 　 　  

　 　 　 　   　 　 　 　 文 化 財 保 護 係 　  武 村 和 幸 ( 平 成 2 8 年 度 ) 　 羽 鳥 幸 一 ・ 下 田 喬 之 ( 平 成 2 9 年 度 )

　 　 　 　 　 　 　 　 　 文 化 財 計 画 係 　  羽 鳥 幸 一 ・ 下 田 喬 之 ( 平 成 3 0 年 度 )

平 成 3 0  年 度 文 化 庁 文 化 芸 術 振 興 費 補 助 金

(  文 化 遺 産 総 合 活 用 推 進 事 業 )
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第 １ 章 　 基 本 構 想 策 定 の 背 景 及 び 目 的

は じ め に

　 防 府 市 に は 山 ・ 海 ・ 川 ･  平 野 が 織 り な す 多 彩 な 環 境 で 培 わ れ た 文 化 が あ り 、 瀬 戸 内 地 域 の 政

治 ・ 経 済 の 中 枢 で あ り 続 け て き た 歴 史 が あ り ま す 。 こ う し た 自 然 的 ・ 社 会 的 環 境 と 各 時 代 の 志

向 に 適 合 し て 形 づ く ら れ た 豊 か な 地 域 文 化 が 市 内 各 地 に 継 承 さ れ て き ま し た 。 そ の 地 域 文 化 を

代 表 す る 存 在 が 「 文 化 財 」 で あ り 、 文 化 財 は 地 域 の 特 性 が よ く わ か る 歴 史 的 な 資 産 で す 。 文 化

財 と そ の 周 辺 の 環 境 を 分 析 し て 、 わ か り や す く 示 す こ と は 、 各 地 に お け る 「 地 域 ら し さ 」 を 表

現 す る こ と に つ な が り ま す 。 防 府 市 歴 史 文 化 基 本 構 想 で は こ う し た 表 現 方 法 を 用 い て 、 文 化 財

が 所 在 す る 地 域 に 宿 る 価 値 の 体 系 を 見 出 し て 、 歴 史 的 ・ 空 間 的 に 紡 い で い く こ と を 意 図 し て い

ま す 。 こ の 構 想 は 文 化 財 保 護 の マ ス タ ー プ ラ ン と し て の 役 割 を 担 い ま す が 、 策 定 す る こ と の 「 ね

ら い (  基 本 目 標 ) 」 は 、 多 く の 市 民 に 防 府 市 の 歴 史 文 化 に 対 す る 理 解 を さ ら に 深 め て も ら う こ

と に あ り ま す 。

１ ． 基 本 構 想 策 定 の 目 的 お よ び 関 連 事 業 の 推 進

（ １ ） 文 化 財 保 護 に 理 解 を も っ て 活 動 で き る 人 材 の 育 成 ・ 体 制 づ く り

　 周 防 国 府 に ち な む 市 名 を も つ 防 府 市 は 豊 か な 自 然 環 境 に 恵 ま れ た 「 ま ち 」 で 、 こ の 地 で 育 ま

れ た 歴 史 文 化 資 産 が 数 多 く 伝 わ っ て い ま す 。 こ れ ら の な か で 、 地 域 を 代 表 す る 内 容 を も ち 価 値

付 け が な さ れ た も の を 「 文 化 財 」 と し て 保 護 し て き ま し た 。 防 府 市 は 山 口 県 内 で も 国 ・ 県 ・ 市

に よ る 指 定 ・ 登 録 文 化 財 等 が 数 多 く 所 在 す る こ と で 知 ら れ て い ま す 。 こ れ ら の 保 護 に 対 し て 先

人 た ち が 確 立 し て き た 行 政 中 心 の 文 化 財 保 護 体 制 に よ る 実 績 も 充 実 し て い ま す 。 し か し 文 化 財

の 数 量 の 多 さ や 種 類 ・ 所 在 環 境 等 の 多 様 性 が あ る な か で 、 文 化 財 行 政 が 単 独 で 活 用 の ニ ー ズ や

維 持 管 理 に 対 応 す る に は 限 界 が あ る こ と も 確 か で す 。 防 府 市 歴 史 文 化 基 本 構 想 で は 、 こ れ ま で

の 成 果 を 踏 ま え な が ら 、 こ れ か ら を 見 据 え て 地 域 住 民 と の 連 携 を 強 め 、 協 働 体 制 で 文 化 財 を 保

存 ・ 活 用 し な が ら 後 世 に 継 承 す る こ と を 大 き な 目 的 と し ま す 。

（ ２ ） 地 域 ら し さ を 再 発 見 す る 手 法 の 創 出

　 策 定 の 目 的 と す る も う 一 つ の 事 項 は 、 文 化 財 を 中 心 に 周 辺 環 境 を 含 め た 総 合 的 な 見 地 で 、 地

域 文 化 を と ら え 直 す こ と に あ り ま す 。 こ れ ま で は 主 と し て 文 化 財 個 々 の 価 値 に 割 り き っ た 内 容

で 評 価 さ れ て き ま し た が 、 所 在 地 に お い て 文 化 財 を 成 り 立 た せ て い る 様 々 な 要 因 を と ら え て 空

間 的 な 位 置 づ け と 歴 史 的 な 背 景 を 加 え る こ と で 、 よ り 「 地 域 ら し さ 」 を 表 出 す る 効 果 が 期 待 で

き ま す 。

　 ま た 近 年 は 大 量 生 産 ・ 大 量 消 費 の 経 済 原 理 と 生 産 品 質 の グ ロ ー バ ル 化 に よ り 、 生 活 様 式 が 急

速 に 変 移 す る 時 勢 に あ り 、 世 代 を 超 え て 引 き 継 が れ て き た 「 地 域 ら し さ 」 の 減 少 傾 向 が 加 速 し

て い る よ う に 感 じ ら れ ま す 。 つ い に は 継 承 さ れ ず に 消 失 し て し ま っ た 地 域 特 有 の 伝 統 的 な 技 術
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は じ め に 　 ・ １ ． 基 本 構 想 策 定 の 目 的 お よ び 関 連 事 業 の 推 進



や 伝 承 も 多 く 見 受 け ら れ ま す 。 こ う し た 伝 統 技 術 等 は 一 度 失 う と 回 復 が 困 難 な も の で あ る だ け

に 、 新 た な 視 点 で 地 域 文 化 を と ら え 直 し 、 適 切 に 保 存 ・ 活 用 す る こ と に つ な げ て い く 必 要 性 が

あ る と 考 え ま す 。

（ ３ ） シ ビ ッ ク プ ラ イ ド の 醸 成 機 会

　 文 化 財 を と り ま く 環 境 は 地 域 住 民 に と っ て は 見 慣 れ た 風 景 の な か に あ り ま す 。 防 府 市 民 が 文

化 財 を よ り 身 近 な 存 在 と し て 認 識 し 、 日 常 生 活 の 中 で 継 承 し て い く 意 識 を 持 て る よ う に な る こ

と が 大 切 で す 。 防 府 市 歴 史 文 化 基 本 構 想 に 関 わ る 事 業 で は 、 「 地 域 づ く り 」 に 貢 献 で き る 情 報

を 盛 り 込 ん で 、 文 化 財 を 通 し て 、“ 愛 着 あ る 「 ふ る さ と 」 を も っ と 良 く し た い ” と い う 誰 も が 持 っ

て い る 想 い 〈 シ ビ ッ ク プ ラ イ ド 〉 を 引 き 出 せ る 機 会 と な る 企 画 を 打 ち 出 し て い き ま す 。
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文 化 財 を 日 常 生 活 の 中 で

継 承 し て い く 意 識

〈 　 構 想 の 目 的 に 沿 っ て お こ な う 主 な 取 り 組 み 　 〉

“ 愛 着 あ る 「 ふ る さ と 」 を

も っ と 良 く し た い”

歴 史 文 化 基 本 構 想 の 策 定

地 域 ら し さ を 再 発 見 す る

手 法 と し て

文 化 財 保 護 に 理 解 を 持 っ て 活 動 で き る

人 材 の 育 成 ・ 体 制 づ く り

文 化 財 保 護 の

マ ス タ ー プ ラ ン

シ ビ ッ ク プ ラ イ ド の

醸 成 機 会

地 域 住 民

民 間 団 体

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人

連 携

防 府 市

◆ 関 連 文 化 財 群 の 設 定

「 人 材 育 成 ・ 体 制 づ く り 」 「 地 域 ら し さ 」

◆ 文 化 財 保 存 活 用 区 域 の 設 定

・ 自 然 基 盤 と 住 民 の 暮 ら し の 関 係 性 を と ら え る

・ 伝 統 文 化 を 継 承 す る

・ 都 市 計 画 、 景 観 計 画 と 連 動 す る

Ⅰ ． 自 然 の 恵 み を 享 受 し て

　 　 　 　 　 佐 波 の 大 地 に 築 か れ た 文 化

Ⅱ ． 海 が 歴 史 舞 台 の 瀬 戸 内 防 府

　 　 　 　 　 ―  瀬 戸 と 灘 の 間 に 活 き た 海 の 技 術  ―

Ⅲ ． 往 来 と 交 流 の 十 字 路

　 　 　 　 　 1 3 0 0  年 持 続 し た 歴 史 的 な 交 通 都 市

図 1 　 基 本 構 想 策 定 の 目 的 ・ 関 連 事 業 推 進 の 取 り 組 み

第 １ 章 　 基 本 構 想 策 定 の 背 景 及 び 目 的

　 ◆

１ 章

１ ． 基 本 構 想 策 定 の 目 的 お よ び 関 連 事 業 の 推 進



（ ４ ） 目 的 に 沿 っ て お こ な う 主 な 取 り 組 み

① 人 材 育 成 ・ 体 制 づ く り の 考 え 方

　 地 域 住 民 や 民 間 団 体 を 中 核 に Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 と 防 府 市 (  官 公 庁 )  の ３ 者 が 連 携 し て 取 り 組 む こ と

を 基 本 と し ま す 。 本 構 想 を 具 体 化 す る た め に は 、 文 化 財 を 保 存 し て い く 方 法 を 共 に 学 び 、 協 働

で 活 用 し て い く 理 念 を 持 っ て 、 こ れ ま で 以 上 の 体 制 づ く り が 不 可 欠 と な り ま す 。 そ れ は 構 想 趣

意 を 、 興 味 を 持 っ て 理 解 し あ え る 仲 間 づ く り か ら 始 ま り ま す 。 さ ら に 、 地 域 の 歴 史 文 化 情 報 を

も と に 、 そ れ ぞ れ の 立 場 で 活 動 し 支 援 し あ え る 社 会 的 組 成 を 構 築 す る こ と に つ な げ る こ と が 大

切 で す 。 地 域 や 世 代 を 超 え て 、 こ の よ う な 仲 間 や 体 制 の 拡 充 を は か る こ と が 構 想 を 実 現 す る 前

提 と も い え ま す 。

　 現 在 ま で 伝 わ っ た 文 化 財 は 地 域 の 誇 り で す 。 皆 で 文 化 財 を ど の よ う に 将 来 に 継 承 す る か を 考

え る こ と は 、 誇 り を 持 つ 周 辺 住 民 や 関 心 あ る 市 民 と 関 わ り を 深 め る こ と に つ な が り 、 地 域 づ く

り の 根 幹 と な り ま す 。 文 化 財 に 関 わ る 活 動 が 結 実 す る と 地 域 の 特 質 を 現 す 成 果 と な り 、 観 光 コ

ン テ ン ツ と し て も 利 用 で き る と 考 え ま す 。 文 化 財 に 関 わ る 多 種 多 様 な 情 報 が 人 や ア イ デ ア を つ

な ぐ 媒 体 と な る よ う な 体 制 づ く り を 目 指 し ま す 。

② 地 域 ら し さ を 再 発 見 し 表 現 す る 方 法

　 「 歴 史 文 化 基 本 構 想 」 を 策 定 す る 上 で 基 本 と な る 文 化 財 把 握 の 方 針 は 「 地 域 の 歴 史 文 化 を 踏

ま え て 文 化 財 を 総 合 的 に 把 握 す る 」 こ と で す 。 そ し て 、 把 握 し た 成 果 を 「 周 辺 環 境 も 含 め て 社

会 全 体 で 総 合 的 に 保 存 ・ 活 用 し て い く 」 施 策 と し て 打 ち 出 す こ と が 行 政 上 の 構 想 策 定 の 位 置 づ

け で す [  文 化 庁 文 化 財 部 『 「 歴 史 文 化 基 本 構 想 」 策 定 技 術 指 針 』 平 成 2 4  年 2  月 ] 。

　 本 構 想 で は 、 こ こ で 言 う 「 総 合 的 」 が 、 防 府 市 や 市 内 各 地 域 の 「 地 域 ら し さ 」 に つ な が る よ

う に 、 風 土 と の 関 係 性 を 重 視 し て 特 徴 を 捉 え て い く こ と を 意 図 し ま す 。

　 地 域 ら し さ を 再 発 見 し 、 さ ら に 表 現 す る 方 法 と し て 、 本 構 想 で は 歴 史 文 化 の 特 性 を 踏 ま え た

「 関 連 文 化 財 群 」 と 「 文 化 財 保 存 活 用 区 域 」 の 設 定 を 提 示 し ま す 。

◆ 関 連 文 化 財 群 の 設 定

　 関 連 文 化 財 群 と は 、 「 有 形 ・ 無 形 、 指 定 ・ 未 指 定 に か か わ ら ず 様 々 な 文 化 財 を 歴 史 的 ・ 地 域

的 関 連 性 に 基 づ き 一 定 の ま と ま り と し て 捉 え る も の 」 で す 。 防 府 市 に 伝 承 さ れ た 多 彩 な 文 化 財

を 、 時 代 や 分 類 ・ 分 野 、 地 域 を 超 越 し て テ ー マ 性 を 持 っ て 結 び つ け る こ と で 、 単 体 で は 表 現 し

き れ な か っ た 要 素 を 総 体 と し て の 特 徴 で 魅 力 的 に 伝 え ら れ る 効 果 が 見 込 め ま す 。

◆ 文 化 財 活 用 拠 点 と 文 化 財 保 存 活 用 区 域 の 設 定

　 文 化 財 保 存 活 用 区 域 と は 、 「 関 連 文 化 財 群 や 単 体 の 文 化 財 と 一 体 と な っ て 価 値 を な す 周 辺 環

境 を 文 化 的 な 空 間 と し て 創 出 す る た め の 計 画 区 域 」 で す 。 市 内 に は 歴 史 的 な 地 域 の 活 動 や 景 観

の 核 と な っ て い る 文 化 財 が 多 く あ り ま す 。 そ れ ら は 地 域 の 成 り 立 ち を 示 す 場 や 、 伝 統 産 業 や 生

業 の 技 術 的 背 景 を 説 明 で き る 場 と し て 、 来 訪 者 に 対 す る ガ イ ダ ン ス の 拠 点 と な っ て い ま す 。 こ

う し た 文 化 財 を 中 核 に 据 え て 文 化 財 活 用 拠 点 と し 、 歴 史 的 背 景 や 自 然 基 盤 と 住 民 の 暮 ら し の 関

係 性 に 基 づ い た 一 定 の 地 域 空 間 の 範 囲 を 文 化 財 保 存 活 用 区 域 と し て 位 置 づ け ま す 。 将 来 は 各 地

域 の 特 性 に 沿 っ て 伝 統 文 化 を 継 承 す る 区 域 と し て 便 益 に 供 す る た め の 整 備 を 都 市 計 画 ・ 景 観 計

画 と 連 動 し て お こ な う こ と を 想 定 し て い ま す 。
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１ 章

１ ． 基 本 構 想 策 定 の 目 的 お よ び 関 連 事 業 の 推 進



２ ． 基 本 構 想 の 構 成

　 「 防 府 市 歴 史 文 化 基 本 構 想 」 の 構 成 は 図 ２ の よ う に な り ま す 。

　 第 １ 章 で 本 構 想 策 定 の ね ら い や 目 的 、 構 想 全 体 の 基 本 的 な 考 え 方 、 取 り 組 み 事 項 、 策 定 の 体

制 や 行 政 上 の 位 置 づ け 等 の 基 本 事 項 を ま と め ま す 。

　 第 ２ 章 で 防 府 市 の 文 化 財 の 成 り 立 ち の 背 景 と な る 周 辺 環 境 や 社 会 状 況 等 を 把 握 で き る よ う に

自 然 環 境 と 社 会 環 境 の 基 本 事 項 を 記 載 し ま し た 。 こ れ ら は 自 然 基 盤 と 住 民 の 暮 ら し に 関 わ る 情

報 素 材 と な り ま す 。

　 第 ３ 章 で は 、 ま ず 、 こ れ ま で の 文 化 財 調 査 の あ り 方 や 成 果 を ま と め 、 今 後 の 文 化 財 把 握 の 方

針 を 示 し ま す 。 さ ら に 周 辺 環 境 の 保 全 と 一 体 と な っ た 各 地 域 の 伝 統 文 化 の 継 承 を 目 指 し て 、 文

化 財 の 保 存 ・ 活 用 の 基 本 的 方 針 を 表 わ し ま す 。 そ し て 第 ４ 章 で 防 府 市 の 歴 史 文 化 の 特 性 を 読 み

取 っ て 、 そ の 内 容 に 沿 っ て テ ー マ を 設 定 し ま す 。 さ ら に 第 ５ 章 で は 、 そ れ ら の テ ー マ で 括 っ た

文 化 財 の 集 合 を 「 関 連 文 化 財 群 」 に 設 定 し て 、 保 存 ・ 活 用 に 資 す る よ う に し ま す 。

　 第 ６ 章 で は 、 文 化 財 活 用 拠 点 と 文 化 財 保 存 活 用 区 域 の 設 定 に つ い て の 方 針 と 考 え 方 を 示 し ま

す 。 対 象 地 域 の 周 辺 環 境 と 歴 史 文 化 の 関 係 性 を 主 体 に 特 徴 を 捉 え て 、 文 化 財 の 保 存 ・ 活 用 す る

区 域 を 具 体 的 な 範 囲 と し て 表 示 し ま す 。

　 第 ７ 章 で は 、 文 化 財 を 中 心 に 地 域 文 化 を 伝 承 し て い く た め の 方 向 性 を 示 し ま す 。 大 切 な の は

人 と 人 と の 関 わ り 合 い で 、 各 地 域 が 主 体 と な り 運 営 す る な か で 、 他 地 域 や 支 援 団 体 と 連 携 す る

体 制 づ く り を 目 指 し ま す 。
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第 １ 章  基 本 構 想 策 定 の 背 景 及 び 目 的

◇  目 的 に 沿 っ て お こ な う 取 り 組 み ・ 策 定 の 体 制 ・ 行 政 上 の 位 置 づ け

第 ７ 章  文 化 財 の 保 存 ・ 活 用 の 基 本 的 な 考 え 方 と 方 針

　 ◇  文 化 財 の 保 存 ・ 活 用 の 方 針

　 ◇  今 後 の 展 開

第 ３ 章  防 府 市 の 歴 史 文 化

　 ◇  文 化 財 の 捉 え 方

　 ◇  総 合 的 把 握 調 査

第 ２ 章  防 府 市 の 概 要

　 ◇  防 府 市 の 地 勢

　 ◇  自 然 環 境

　 ◇  社 会 環 境

　 ◇  歴 史 的 環 境

第 ６ 章  防 府 市 の 文 化 財 保 存 活 用 の 地 域 区 分

　 ◇  文 化 財 活 用 拠 点 ・ 区 域 設 定 の 考 え 方

　 ◇  文 化 財 の 空 間 的 把 握

第 ５ 章  防 府 市 の 関 連 文 化 財 群

　 ◇  関 連 文 化 財 群 の 設 定

　 ◇  関 連 文 化 財 群 の 考 え 方

第 ４ 章  防 府 市 の 歴 史 文 化 の 特 性

　 ◇  防 府 の 風 土 と の 関 係 性

　 ◇  交 通 の 要 衝 地

　 ◇  日 本 の 歴 史 と 防 府 の 海

図 2 　 防 府 市 歴 史 文 化 基 本 構 想 の 構 成
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２ ． 基 本 構 想 の 構 成



３ ． 基 本 構 想 策 定 の 体 制

　 防 府 市 歴 史 文 化 基 本 構 想 の 策 定 に あ た っ て 、 防 府 市 教 育 委 員 会 教 育 部 文 化 財 課 が 事 務 局 と な

り 、 次 の と お り 策 定 の 推 進 体 制 を 整 備 し ま し た 。

　 基 本 構 想 策 定 の 内 容 に 文 化 財 の 新 し い 魅 力 を 盛 り 込 め る よ う に 、 ま ず 関 連 事 業 で 、 市 民 感 覚

で そ れ ら を 探 し て 提 言 す る 役 割 を 担 う 「 市 民 調 査 員 」 を 募 集 ・ 任 命 し て 、 事 務 局 と 歴 史 文 化 情

報 を 共 有 す る こ と や 「 ま ち あ る き 」 を 実 施 し ま し た 。 市 民 調 査 員 の 多 く は 今 後 に 文 化 財 の 活 用

を 推 進 し て い く 担 い 手 で も あ り ま す 。 多 く の 活 動 を 通 し て 把 握 し た 地 域 の 実 状 を 踏 ま え 、 そ れ

ま で の 活 動 成 果 を 素 材 に 、 主 と し て 市 民 調 査 員 で 構 成 す る 検 討 会 で 協 議 し た 内 容 を 事 務 局 が ま

と め て 構 想 の 基 盤 と し ま し た 。

　 一 方 で 、 防 府 市 役 所 内 で の 連 携 を 目 指 し て 「 防 府 市 歴 史 文 化 基 本 構 想 策 定 庁 内 検 討 部 会 」 を

設 置 し 、 策 定 に 関 わ る 案 件 に つ い て 関 連 計 画 と の 整 合 性 や 細 部 項 目 を 検 討 し 、 庁 内 の 合 意 形 成

を は か り ま し た 。

　 こ う し て 練 り あ げ た 素 案 を 事 務 局 が ま と め 、 最 終 的 に 「 防 府 市 歴 史 文 化 基 本 構 想 策 定 委 員 会 」

に お け る 協 議 を 経 て 策 定 し ま し た 。

◆ 「 防 府 市 歴 史 文 化 基 本 構 想 策 定 委 員 会 」

　 策 定 方 針 や 内 容 を 検 討 し 、 助 言 指 導 や 提 言 を お こ な う 。 学 識 経 験 者 は 防 府 市 在 住 の 防 府 市 文

化 財 審 議 員 を 中 心 と す る 。

　 事 　  務 　  局  ：  防 府 市 教 育 委 員 会 教 育 部 文 化 財 課

　 学 識 経 験 委 員  ：  福 田 東 亞 (  建 築 学 ) 、 坪 郷 英 彦 (  民 俗 学 ) 、 児 玉  識 (  歴 史 学 )

　 　 　 　 　 　 　 　 　 柴 原 直 樹 (  歴 史 学 ・ 博 物 館 学 ) 、 松 本  浩 (  地 質 学 ・ 博 物 館 学 )

　 庁 内 関 係 部 署  ：  総 合 政 策 部 長 、 産 業 振 興 部 長 、 土 木 都 市 建 設 部 長

　 オ ブ ザ ー バ ー  ：  山 口 県 教 育 庁 社 会 教 育 ・ 文 化 財 課 、 市 民 調 査 員 代 表

　 　 　 　 　 　 　 　 　 文 化 財 活 用 推 進 会 代 表

開 催 経 過

◇  第 １ 回 委 員 会  …  平 成 2 9  年 ３ 月 2 8  日 ( 火 ) 1 0 : 0 0 ～ 1 2 : 0 0  [ 防 府 市 文 化 財 郷 土 資 料 館 講 座 室 ]

　 　 　 「 防 府 市 歴 史 文 化 基 本 構 想 に つ い て 」 「 第 １ 章  基 本 構 想 策 定 の 背 景 及 び 目 的 」

◇  第 ２ 回 委 員 会  …  平 成 2 9 年 1 1 月 2 2 日 ( 水 ) 1 0 : 0 0 ～ 1 2 : 0 0  [ 防 府 市 役 所 ４ 号 館 ２ 階 会 議 室 ]

　 　 　 「 第 ２ 章  防 府 市 の 概 要 」 「 第 ３ 章  防 府 市 の 歴 史 文 化 」

◇  第 ３ 回 委 員 会  …  平 成 3 0  年  １ 月 3 0  日 ( 火 ) 1 4 : 0 0 ～ 1 6 : 0 0  [ 防 府 市 文 化 財 郷 土 資 料 館 講 座 室 ]

　 　 　 「 第 ３ 章  防 府 市 の 歴 史 文 化 」 「 構 想 策 定 の 流 れ と 今 後 の 文 化 財 行 政 と の 関 連 性 」

◇  第 ４ 回 委 員 会  …  平 成 3 0  年 ３ 月 2 9  日 ( 木 ) 1 5 : 0 0 ～ 1 7 : 0 0  [ 防 府 市 文 化 財 郷 土 資 料 館 講 座 室 ]

　 　 　 「 第 ４ 章  防 府 市 の 歴 史 文 化 (  ま と め ) 」 「 第 ５ 章  関 連 文 化 財 群 の 設 定 」

◇  第 ５ 回 委 員 会  …  平 成  3 0  年 ８ 月 ２ 日 ( 木 ) 1 3 : 3 0 ～ 1 5 : 4 0  [ 防 府 市 文 化 財 郷 土 資 料 館 講 座 室 ]

　 　 　 「 第 ６ 章  防 府 市 の 文 化 財 保 存 活 用 の 地 域 区 分 」

◇  第 ６ 回 委 員 会  …  平 成 3 0 年 1 1 月 1 9 日 ( 月 ) 1 3 : 3 0 ～ 1 6 : 0 0  [ 防 府 市 文 化 財 郷 土 資 料 館 講 座 室 ]

　 　 　 「 第 ７ 章  文 化 財 の 保 存 ・ 活 用 の 基 本 的 な 考 え 方 と 方 針 」 「 こ れ ま で の 課 題 部 分 の 検 討 」
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３ ． 基 本 構 想 策 定 の 体 制



４ ． 基 本 構 想 策 定 ま で の 流 れ

【 平 成 2 6  年 度 の 取 り 組 み 】

　 策 定 準 備 段 階 と し て 市 民 調 査 員 と 歴 史 文 化 基 本 構 想 に 必 要 な 取 り 組 み 事 項 を 検 討 し な が ら 、

市 内 の 各 郷 土 史 研 究 会 と の 連 携 を は か り 、 文 化 財 の 保 存 ・ 活 用 に つ い て の 課 題 を 共 有 し ま し た 。

文 化 財 保 存 活 用 区 域 を 実 地 で 考 察 す る 目 的 で 富 海 ・ 三 田 尻 地 域 の 「 ま ち あ る き 」 を 実 施 し ま し た 。

【 平 成 2 7  年 度 の 取 り 組 み 】

　 都 市 計 画 部 局 と 共 同 で 「 歴 史 を 活 か し た ま ち づ く り 」 事 業 の 一 環 と し て 、 当 該 事 業 区 域 の 「 ま

ち 並 み 景 観 基 礎 調 査 」 を 実 施 し ま し た 。 ま た 市 役 所 内 の 若 手 職 員 を 中 心 に 文 化 財 を ま ち づ く り

に 活 用 す る 事 業 の 検 討 を お こ な い 、 関 連 事 業 の 内 容 に つ い て 相 互 の 理 解 を 深 め ま し た 。 さ ら に

市 民 調 査 員 の 企 画 と し て 文 化 財 の 調 査 や 把 握 方 法 を 共 有 し 、 疏 水 (  水 資 源 )  を テ ー マ に し た 「 ま

ち あ る き 」 で 関 連 文 化 財 群 を 考 察 し ま し た 。 そ し て 平 成 2 7  年 度 事 業 の 大 き な 成 果 と し て 、 総

合 的 把 握 調 査 で 得 た 情 報 を 端 緒 に 「 末 田 の 窯 業 生 産 工 房 及 び 登 窯 」 が 市 指 定 有 形 民 俗 文 化 財 と

な っ た こ と が 挙 げ ら れ ま す 。

【 平 成 2 8  年 度 の 取 り 組 み 】

　 策 定 事 業 を 本 格 化 し 、 「 防 府 市 歴 史 文 化 基 本 構 想 策 定 委 員 会 設 置 要 綱 」 を 制 定 し ま し た 。 市

民 調 査 員 の 企 画 と し て 、 身 近 な 生 活 空 間 を 文 化 財 と し て 把 握 す る こ と を テ ー マ に 松 崎 地 域 の 「 ま

ち あ る き 」 を 実 施 し 、 近 代 化 遺 産 を 保 存 す る 意 義 を 認 識 し ま し た 。 ま た 文 化 財 保 存 活 用 区 域 の

候 補 を 具 体 化 し て 実 践 に 向 け て 呼 び か け を お こ な い ま し た 。 都 市 計 画 部 局 と 共 同 で 地 域 づ く り

団 体 が 主 催 す る 各 種 の ワ ー ク シ ョ ッ プ で 、 本 構 想 策 定 事 業 の 周 知 を は か り 、 将 来 の 活 用 に 向 け

て 検 討 作 業 を お こ な い ま し た 。

【 平 成 2 9  年 度 の 取 り 組 み 】

　 郊 外 地 域 の 「 ま ち 並 み 景 観 基 礎 調 査 」 を 実 施 し 、 こ れ ま で 位 置 ・ 数 量 情 報 を 把 握 し て こ な か っ

た 歴 史 的 建 造 物 や 石 造 物 、 景 観 木 等 の 未 指 定 文 化 財 や 周 辺 環 境 の 諸 要 素 の 所 在 を 確 認 し ま し た 。

文 化 財 の 所 有 者 や 地 域 情 報 に 興 味 が あ る 市 民 を 中 心 に 文 化 財 活 用 推 進 会 が 結 成 さ れ 、 文 化 財 保

存 活 用 区 域 の 先 行 調 査 を お こ な い ま し た 。 身 近 な 風 景 の 中 に あ る 土 木 構 造 物 等 が 近 代 以 前 に 遡

る 技 術 体 系 で 語 れ る 文 化 財 で あ る こ と を 皆 で 発 見 し 情 報 を 共 有 し ま し た 。

【 平 成 3 0  年 度 の 取 り 組 み 】

　 本 構 想 策 定 に 関 わ る 市 民 調 査 員 等 の 有 志 者 は 前 年 度 ま で に 発 見 し た 身 近 な 文 化 財 を 選 定 し 、

地 域 ら し さ あ ふ れ る 企 画 と し て ま と め 、 住 民 自 ら が 参 加 申 込 者 を 案 内 す る 観 光 プ ロ グ ラ ム イ ベ

ン ト 「 ほ う ふ 幸 せ ま す  ま ち 博 」 に 参 画 し て 文 化 財 の 魅 力 を 伝 え る ガ イ ド を 実 践 し ま し た 。

　 策 定 事 業 の 最 終 年 度 に あ た り 、 防 府 ら し さ を 表 わ す た め の 図 版 づ く り の 素 材 を な る べ く 多 く

収 集 し て 本 誌 等 の 編 集 作 業 を お こ な い ま し た 。

◎ 平 成 2 9 ・ 3 0  年 度 は 文 化 遺 産 総 合 活 用 推 進 事 業 の 補 助 金 の 交 付 を 受 け て 取 り 組 み ま し た 。
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５ ． 基 本 構 想 の 位 置 づ け

（ １ ） 上 位 ・ 関 連 計 画

　 本 市 に お け る 行 政 上 の 位 置 づ け で 本 構 想 と 関 係 す る 主 な 上 位 ・ 関 連 計 画 で 、 文 化 財 や 歴 史 文

化 に 該 当 す る 部 分 の 概 要 は ① ～ ④ の と お り で す 。

① 防 府 市 総 合 計 画

　 平 成 2 8  年 ( 2 0 1 6  年 )  に 発 行 さ れ た 『 第 四 次 防 府 市 総 合 計 画 　 防 府 ま ち づ く り プ ラ ン 2 0 2 0 　

基 本 計 画  改 訂 版 』 で は 、 防 府 市 の 「 文 化 財 の 保 存 ・ 継 承 」 の 施 策 は 、 ６ つ の 「 ま ち づ く り 大 綱 」

の う ち 「 豊 か な 心 の 育 み と 文 化 の 薫 り に あ ふ れ る ま ち づ く り 」 に 組 成 さ れ て い ま す 。 施 策 の 展

開 に お け る 主 な 取 り 組 み と し て 、 「 防 府 市 歴 史 文 化 基 本 構 想 を 策 定 し 、 歴 史 や 文 化 財 を 活 か し

た 地 域 づ く り や 観 光 資 源 と し て の 活 用 を 推 進 す る 」 と し て い ま す 。

② 防 府 市 景 観 計 画

　 平 成 2 4  年 ( 2 0 1 2  年 )  に 発 行 さ れ た 『 防 府 市 景 観 計 画 』 で は 、 景 観 づ く り の 基 本 理 念 と し て 、

〈 「 防 府 の 『 た た ず ま い 』 を 感 じ ら れ る ま ち 」 ～ 自 然 ・ 歴 史 と の 調 和 か ら 、 魅 力 や 個 性 が 輝 く 景

観 ま ち づ く り ～ 〉 が 掲 げ ら れ て い ま す 。 そ の 実 現 に 向 け て 定 め ら れ た 「 良 好 な 景 観 の 形 成 に 関

す る 方 針 」 で は 歴 史 ・ 文 化 の 景 観 形 成 を 推 進 す る 内 容 と し て 、「 歴 史 的 な ま ち 並 み を 守 る 」・「 歴 史 ・

文 化 の 軸 と な る 街 道 の 保 全 ・ 活 用 」 ・ 「 多 様 な 歴 史 ・ 文 化 遺 産 の 保 全 ・ 活 用 」 ・ 「 地 域 の 神 事 ・ 祭

事 、 伝 統 芸 能 の 継 承 と 発 展 」 が あ り 、 「 個 性 豊 か な 歴 史 ・ 文 化 を 磨 き 、 次 世 代 に 引 き 継 ぐ 」 こ

と を う た っ て い ま す 。 ま た 、 「 旧 山 陽 道 と 萩 往 還 を 軸 と し た 歴 史 ・ 文 化 の ま ち 並 み 景 観 」 を 「 景

観 形 成 重 点 地 区 の 候 補 」 に 挙 げ て い ま す 。

③ 歴 史 を 活 か し た ま ち づ く り

　 歴 史 的 文 化 資 産 等 の 保 全 活 用 に よ る 賑 わ い と 活 性 化 、 快 適 で 安 心 安 全 な 歩 行 者 空 間 の 創 出 、

守 り 育 て て き た ま ち 並 み 環 境 の 保 全 と 継 承 を 目 標 と し た 都 市 基 盤 の 整 備 を 「 歴 史 を 活 か し た ま

ち づ く り 」 と し て 取 り 組 ん で い ま す 。

　 平 成 2 5  ～ 2 9  年 度 に 遂 行 す る 第 ２ 期 都 市 再 生 整 備 計 画 は そ の 実 践 事 業 で 、 宮 市 ・ 三 田 尻 地 区

を 中 心 と す る お よ そ 4 0 0 h a  が 計 画 範 囲 で す 。 事 業 内 容 が 連 動 す る 土 木 都 市 建 設 ・ 産 業 振 興 ・ 文

化 財 な ど 庁 内 関 連 部 局 が 連 携 し 、 住 民 や 市 民 グ ル ー プ 、 地 域 Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 等 と 協 働 し て 総 合 的 な

視 点 の 下 で 、 目 標 と す る 生 活 環 境 の 実 現 を 目 指 し ま す 。

④ 防 府 市 観 光 振 興 基 本 計 画

　 防 府 市 を 訪 れ る 観 光 客 数 は 、 年 間 1 8 0  万 人 前 後 で 推 移 し 横 ば い の 状 況 が 続 き 、 立 ち 寄 り 先 は

7 0 ％ 強 が 防 府 天 満 宮 に 集 中 す る と い う 現 状 が あ り ま す 。 防 府 市 の 観 光 資 源 の 特 色 と し て 整 理 さ

れ た 一 覧 表 の 中 に 数 多 く の 文 化 財 が リ ス ト ア ッ プ さ れ て い ま す 。 こ う し た 観 光 資 源 の 魅 力 を 活

か し た 観 光 地 づ く り は ま だ 充 分 で な く 、 歴 史 的 ・ 文 化 的 資 源 を 活 か し た 魅 力 あ る 観 光 地 づ く り

や 自 然 環 境 資 源 の さ ら な る 活 用 が 必 要 で あ る こ と が 課 題 と し て 整 理 さ れ て い ま す 。 市 内 全 体 の

観 光 資 源 を 活 用 し た 回 遊 性 の あ る 魅 力 あ ふ れ る 観 光 ル ー ト を 設 定 す る こ と に よ り 、 現 状 防 府 天

満 宮 に 集 中 し て い る 観 光 客 を 市 内 各 地 に 誘 導 す る こ と が 重 要 な 課 題 と な っ て い ま す 。 防 府 市 観
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光 の 将 来 像 は 『 自 然 と 歴 史 を 満 喫 　 お も て な し の ま ち 　 防 府 』 と し て 、 「 豊 か な 自 然 と 、 千 年

の と き を 越 え て 息 づ く 歴 史 や 文 化 な ど 、 ま ち の 魅 力 を 満 喫 し 、 心 か ら の 笑 顔 で お 迎 え す る 市 民

か ら の お も て な し に よ り 、 も う 一 度 訪 れ て み た く な る ま ち 」 と 定 め て い ま す 。

（ ２ ） 構 想 の 行 政 上 の 位 置 づ け

　 防 府 市 総 合 計 画 に お い て 防 府 市 歴 史 文 化 基 本 構 想 策 定 は 、 地 域 の 文 化 財 を そ の 周 辺 環 境 ま で

含 め て 総 合 的 に 保 存 ・ 活 用 す る た め の マ ス タ ー プ ラ ン と し て 位 置 づ け ら れ て お り 、 本 構 想 を 策

定 す る こ と に よ り 市 内 各 地 域 に お け る 一 体 的 な 施 策 の 展 開 に 向 け て 庁 内 部 局 間 の 連 携 強 化 が 期

待 で き ま す 。 ま た 本 構 想 の 内 容 は 「 生 涯 学 習 の 推 進 」 や 「 文 化 ・ 芸 術 の 振 興 」 な ど の 多 く の 施

策 に 反 映 す る こ と を 想 定 し て い ま す 。
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 歴 史 を 活 か し た

ま ち づ く り
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基 本 計 画

防 府 ま ち づ く り プ ラ ン 2 0 2 0 （ 第 四 次 防 府 市 総 合 計 画 ）

産 業 の 活 力 と
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連 携 連 携
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図 3 　 防 府 市 歴 史 文 化 基 本 構 想 の 行 政 上 の 位 置 づ け
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